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解を構成する基本領域は図 1のように分割される｡解は各領域において､1)n+,症 ,V,n (n-
0,1,2,･.･)の3つの関数で書けることが分かる｡ さらにx-0におけるデルタ関数を考慮し､
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図 2:幾つかのパラメタ一に対する解
ギーは並進と無関係な振動のエネルギー (熟)に変換されることが確認出来た｡また､このモデ
ルにおいて動摩擦力は速度に依らずに一定であることが分かった｡今後は､発生した熟のスペク
トルについて解析を行う予定である｡また､最大静止摩擦力と動摩擦力の関係についても解析を
行う｡
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